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 日本では、仕事をする際のビジネスマンの服装はスーツにネクタイが多いと思います｡

一方、インドネシアでは多くの人が「バティック」を着て仕事をしています。オフィス

ビルを訪問しますと、現地の人たちだけでなく、外国人もバティックを着て仕事をして

いる光景をよく見かけます。 
 

 そもそもバティックとは何でしょうか。バティックとは、ろうけつ染の布のことで、

日本ではジャワ更紗という名前の方が､馴染みがあるかもしれません。ろうけつ染とは､

染めようとする色以外の所を蝋で覆う技法のことを言います。バティックは、インドネ

シア独自の文化的象徴であり、深淵な哲学に基づくものとして評価を受け、2009年10月 

2日にユネスコによって世界無形文化遺産に認定されています。 
 

 バティックの起源は、古代ヒンドゥ・ジャワ王国の王宮文化にあり、王宮や一部貴族

のみ着用が認められている服装でした。そのため、バティックの紋様は王宮を象徴する

シンボルだったそうです。その後、一般家庭にもその製法が浸透していき、広く人々に

着用されるようになりました。 

【バティックが売られている様子①：本人撮影】 
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【バティックが売られている様子②：本人撮影】 

 バティックの模様は様々なものがありますが、それらは各地域における部族文化の独

自性や民族の個性、外来文化の影響を受けており、それぞれに意味があるとも言われて

います。例えば、ジョグジャカルタやソロは、王宮文化にちなんだ柄が特徴的で、ジャ

ワ島北部のチルボンは、中国やインドの影響がみられる色彩豊かな花鳥柄や幾何学模様

が特徴的です。バティックの製法も、手描き、スタンプ、プリントと様々です。手描き

のものについては、模様を描き始めてから、染色、仕上げを行うまでに40日はかかると

言われています。インドネシアのお土産コーナーでもバティックを見かけることは多い

ですが、手間・時間がかかっているものは、その分値段に表れています。 
 

 普段日本ではスーツを着て仕事をする機会しかないという方も、インドネシアに来て

ビジネスに携わる機会があれば、バティックを着て仕事をしていただきたいです。きっ

と現地の人たちにも喜んでもらえると思います。                        
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